
 
 

伝統満族集落における街路構成と宅地割の関係 
— 中国・新賓満族自治県勝利村の事例研究その 3—  
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1．はじめに 

前編では 2017 年 10 月に勝利村で民家の内で家屋配置

Ⅱ、ⅢとⅣ型に属する事例を説明した。本論では引き続

き、家屋配置Ⅴ型とその他の型に属する事例を説明する。 
 

2．調査事例分析 
2.3 家屋配置Ⅳ型事例 

③ 事例 No.49(敷地面積:849.7 ㎡ 主屋面積:81.6 ㎡) 
No.49(図 1)は一世代家族(M67F64)が利用している。敷

地の間口(W)は 14.5ｍ、奥行(D)は 58.6ｍ、D/W は 4.0、

形は縦で細長い長方形となっている。敷地の南に設ける

門と道に接しモデル S-S に属している。家屋配置パター

ンについて、1 軒の主屋と 3 軒の副屋によって構成される

家屋配置Ⅳ型である。 

主屋は 1982 年に半分民家を建替えた間口 12.0ｍ、奥行

6.8ｍの 3 間建物であり、主屋の前後には保温用のガラス

玄関が設置されている。主屋位置として事例 No.14 と

No.31 と同じほぼ敷地の真ん中にある。前庭の仕上げはコ

ンクリートであり、副屋では、西側に 3 間の煉瓦造倉庫

があり、以前豚小屋であった現在タキギの納屋とする 2

間がある。南側には廃棄便所と金属造玉蜀黍（トウモロ

コシ）小屋があり、庭の東側には 2 個金属造と１個木造

の玉蜀黍小屋が配置されている。トラクターなど農業用

器具が庭に置いている。前庭より裏側敷地の畑はもっと

広くで白菜と玉蜀黍が栽培されている。 

事例 No.49 の主屋は本来の一列の建物から分かれた一

部である。村内にこのような兄弟分家や政府分配などの

きっかけで分けれた民家はかなり多く存在し、この事例

は典型的な事例の一つである。 

④ 事例 No.26-1_26-2_26-3 (敷地面積:515.7 ㎡ 主

屋面積:147.3㎡) 

No.26-1(図 2)は一世代(M61)、No.26-2 と No.26-3 は二

世代家族(M40F41ｍ18、F68)が利用している。敷地の間口

(W)は 27.0ｍ、奥行(D)は 19.1ｍ、D/W は 0.7、敷地の形

は横向きの長方形となる。南側に設ける門は道に接する

ため、モデル S-S に属し、1 軒の主屋と 3 軒の副屋により

構成される家屋配置Ⅳ型である。 

主屋は 1990 年に建替えた間口 19.9ｍ、奥行 7.4ｍの 1

列 6 間の建物であり、三つの入口が設けられる。敷地の

中には仕切り壁がない。 

副屋について、庭の西側に 1軒煉瓦造の倉庫、１個金 

 

属造の玉蜀黍小屋、簡易な浴設備と便所が設置されてい

る。南側に１個金属造の玉蜀黍小屋と 2 軒煉瓦造の倉庫

があり、門の東側に柴が置き、庭の東側に 2 個玉蜀黍小

屋がある。庭が広く、鶏等の家禽を飼うだけではなく収

穫後の玉蜀黍も庭で乾かしている。 

この事例は No.49 と同じ典型的な兄弟分家により元の

建物を分けて利用する事例、違う所として敷地の入り口

は 1 個のみ設けている。 
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図 1 事例 No.49平面図と外観写真 
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2.4 家屋配置Ⅴ型事例 

① 事例 No.21_41 ( 敷地面積 :1587.8 ㎡  主屋面

積:66.6+77.5 ㎡) 
No.21 と No.41(図 3)は 3 世代家族(M76F74、M53F53、

M29F27ｍ6)が利用している。敷地の間口(W)は 40.3ｍ、奥

行(D)は 39.4ｍ、D/W は 1.0、形は正方形である。敷地が

東西方向の幅員７ｍのコンクリート道と南北方向の幅員

3.4ｍの土道が交差している箇所にあり、門が南に設け、

モデル SW-S に属し、複数主屋より構成される家屋配置Ⅴ

型である。 

祖父世代住んでいる主屋 No.21 は 1984 年に農地で建築

した間口 12.1ｍ奥行 5.5ｍの 6 間建物であり、親世代と

子世代住んでいる主屋 No.41 は 2008 年に一部の No.21 を

建替え、間口 12.7ｍ奥行 6.1ｍの 3 間建物である。土仕

上げの庭にある副屋では、西側に 1 軒煉瓦造の倉庫、2 個

木造の玉蜀黍小屋、2 軒馬小屋があり、西・南側に 2010

年まで豚を飼ったための豚小屋があり、南側に 3 個金属

造の玉蜀黍小屋があり、東側に 1 軒煉瓦造の倉庫と 1 個

木造の玉蜀黍小屋があり、庭の真ん中にも金属造の玉蜀

黍小屋がある。主屋の西側に煉瓦造の倉庫、東側に農用

機具置場がある。主屋の前に近年村内流行している夏用

室外竈がある。 

敷地の東北隅にある畑と裏側にある小さい畑で葱等野

菜を作っている。他の民家と違いは、庭の前に広い畑も

あり、白菜を植えている。 

この事例では、典型的な子世代結婚する切っ掛けで元

の建物の一部を建替える事例である。 

② 事例 No.16_40 ( 敷地面積 :1242.5 ㎡  主屋面

積:64.7+98.6 ㎡) 
No.16 と No.40(図 4)は 2 世代家族(M66F65、M40F42ｆ18

ｍ11)が利用している。敷地の間口(W)は 19.9ｍ、奥行(D)

は 51.9ｍ、D/W は 2.6、形は縦向きの長方形となる。敷地

の東側に設ける門は幅員 5ｍのコンクリート道に接しモデ

ル E-E・S に属し、複数主屋より構成される家屋配置Ⅴ型

である。 

 親世代住む主屋 No.16 は 1981 年に菜園で建築した間口

11.7ｍ奥行 5.6ｍの 3 間建物である。主屋の東側に煉瓦造

の倉庫があり、土仕上げの前庭の西側に 1 軒オートバイ

の置き場と西菜園へ通路として納屋、1 個金属造の玉蜀黍

小屋があり、前庭の中央にトラックとショベルが置いて

いる。主屋の西側の広い敷地に牛と羊を飼ったための小

屋があり、西南隅と東南隅にそれぞれ便所と簡易な浴設

備が設置される。家畜小屋の隣では木材を置いている。

敷地の裏庭では白菜が植えられている。 

子世代住んでいる主屋 No.40 は 2008 年に建替えた間口

13.4ｍ、奥行 7.4ｍの 3 間建物である。前庭に 2 個金属造

の玉蜀黍小屋があり、調査の時玉蜀黍が一時的に庭に置

き、玉蜀黍を満たされたトラックは庭中で止まっていた。 

この事例は典型的な子世代結婚するために一棟新しい

主屋を建築する事例である。 

2.5 その他事例 

① 事例 No.1_47_27( 敷地面積 :1842.8 ㎡ 主屋面

積:81.4+85.9+70.8 ㎡) 
  No.1_47_27(図 5)は元々1844 年に建築され主屋 5 間

東・西廂房それぞれ 3 間ずつと門房 5 間によって構成さ

図 3 事例 No.21_41 平面図と外観写真 
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れた伝統的な満族四合院である。1950 年代に No.47 と

No.27 は政府より他人に分配され、現在三つ家族が利用し

敷地も三つの部分に分けられている。 

No.1 では、現在県級伝統満族民居保護建築に登録され

ている。敷地の間口(W)は 15.1ｍ、奥行(D)は 45.5ｍ、

D/W は 3.0、形は縦向きの長方形である。敷地の南側に設

ける門は幅員 4ｍの道に接しモデル S-S に属している。主

屋は元々主屋の厨房と東側寝室の部分であり、庭の東側

に 2 軒の煉瓦造の廂房、1 個の木造の玉蜀黍小屋と 1 本の

索倫竿がある。 

No.47 は元々主屋の西寝室で 2014 年に建替え 3 間の建

物であり、2 世代家族(M68F66、M38F33ｍ8)が利用してい

る。敷地の間口(W)は 23.8ｍ、奥行(D)は 25.8ｍ、D/W は

1.1、形はほぼ正方形となる。敷地の南側に設ける門も幅

員 4ｍの道に接し、モデル S-S に属している。主屋の西側

にある副屋は、北から順番で 2 個玉蜀黍小屋、1 軒木造の

小屋、4 間煉瓦造の倉庫が並び、農用トラクターが玉蜀黍

小屋の前に止まっている。前庭の南側に柴を置き、主屋

の東側前方に簡易な浴設備があり、主屋の裏側に奥行 6.2

ｍの敷地で大根等野菜を作っている。 

No.27 は元々の西廂房で 1990 年に建替え 3 間の建物で

あり、2 世代家族(F68、M47ｍ27)が利用している。敷地の

間口(W)は 20.7ｍ、奥行(D)は 23.0ｍ、D/W は 1.1、形は

ほぼ正方形となる。敷地の南側に設ける門も幅員 4ｍの道

に接し、モデル S-S に属している。副屋について、西側

に北から順番で 1 軒煉瓦造の倉庫、1 軒物置小屋、昔の馬

小屋と便所が並び、庭の東側に 1 個木造の玉蜀黍小屋が

ある。庭の南側に横向きの長方形の畑で葱を作り、主屋

の西側前方に簡易な浴設備が設置される。 

No.1_47_27 は政府（政策）によって分割された事例の

一つであり、村内でこのような事例が少なくないが、敷

地の一部が保護され、伝統的な満族民居の様子がまだ見

える事例は此方しか残っていないため、典型的な事例だ

と考えられる。 

② 事例 No.34_8-1_8-2_8-3_8-4(敷地面積 :2675.2 ㎡ 

主屋面積:113.4+57.3+38.6+57.0+39.0 ㎡) 
No.8-1_8-2_8-3_8-4(図 6)は政府が 1960 年代に農地で

建築し 1980 年代に村民に販売された大規模な四合院の一

部であり、他のはもう建替えられた。村内に 1960 年代の

住現状を維持し、数戸の家族は連棟的な建物で居住する

事例として此方しかない、各家の敷地の幅は部屋の間口

と同じく縦向きの細長い長方形になっている。また、

No.8-3 と No.8-4、No.8-1 と No.34 は村内にある親世代と

図 5 事例 No.1_27_47平面図と外観写真 
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図 4 事例 No.16_40 平面図と外観写真 
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子世代生活の事例である。 

 No.8-1 と No.34 は 1 つ敷地で、事例 No.16_40 と同様に

子世代結婚するために一棟主屋を新築することとなる。

No.8-1 は親世代(M59F58)、No.34 は子世代(M36F33ｍ4)が

利用している。敷地の間口(W)は 32.5ｍ、奥行(D)は 50.1

ｍ、D/W は 1.5、形は縦向きの長方形となる。敷地の北側

に設ける門は幅員 2.5ｍの道に接しモデル N-N・S に属し

ている。親世代住む主屋の間口は 8.9ｍ、奥行は 6.5ｍで

あり、子世代住む主屋は 1998 年に建替えた間口 14.8ｍ、

奥行 7.6ｍの 4 間建物である。副屋として、西側に一列の

煉瓦造建物があり、北から順番で 2 間は炕が有する休憩

用の部屋、1 間は蹄鉄を作る部屋と 3 間の物置が並んでい

る。東側に 3 軒の物置が設置されてある。庭の東南隅に

馬に蹄鉄を打つ場所であり、隣は白菜、大根を植える畑

である。主屋の裏側の広い畑では玉蜀黍を栽培している。 

No.8-2 は 1 世代家族(M86F78)が利用している。敷地の

間口(W)は 5.5ｍ、奥行(D)は 42.7ｍ、D/W は 7.8、形は縦

向きの細長い長方形である。敷地の北側に設ける門は幅

員 2.5ｍの道に接し、数が少ないモデル N-N に属している。

主屋は No.8-1 と同じ 1966 年に完成し間口 5.5ｍ、奥行

6.5ｍである。主屋の北側庭には 1 個木造の玉蜀黍小屋と

2 個金属造の玉蜀黍小屋があり、主屋の南側敷地で葱、白

菜等を作っている。 

 No.8-3 と No.8-4 は 1 つ敷地で 2 世代家族(M70M43F43ｍ

19)が利用している。敷地間口(W)は 13.2ｍ、奥行(D)は

39.2ｍ、D/W は 3.0、形は縦向きの細長い長方形である。

敷地の北側に設ける門も幅員 2.5ｍの道に接し、No.8-2

と同じモデル N-N に属している。主屋も 1966 年に完成し

間口 13.2ｍ、奥行 6.5ｍである。主屋の北側の畑で白菜、

葱等作り、主屋の南側の敷地でも野菜を作っている。 

 

3．まとめ 

本論文では、前編の続き今回調査した 14 軒民家の中で

家屋配置はⅤ型とその他に属する６例の宅地形状、面積、

接道と配置特徴を着目し、得られた知見は以下の通りで

ある。 
1) 主屋が複数あるⅤ型は一般的に息子結婚のきっかけで、

一棟主屋が新築する又は元々の主屋の一部が建替えら

れることが主な誘因となる。前編の事例の中で息子結

婚した後元の一棟の主屋を分割し、分けて利用する民

家(No.48、No.15)の主屋の面積がⅤ型より小さい。 

2) 元々大きな敷地が分割された事例について、特定な年

代に残された歴史特徴が有する。例えば、前世紀 50

年代に行った土地改革及び 80 年代に行った改革開放

などの国家政策の影響を受け、本来の大規模の敷地が

分割されることを引き起こした。 
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